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はじめに

わが国のみならず世界中で上地開発による自然破壊は著しく ，多くの巽頂な動物種はす

みかを追われ，減少あるいは滅失の危機にある。また人工授精技術の進展に伴い，経済能

力が優れたごく 一部の品種が世界中に広がり畜産業を支えている。このように飼蓑される

家畜品種の数は減少し，飼養している動物相互の遺伝的類似性が急速に進行している。一

方，近年のバイオテクノロジーなど先端的科学技術の発展は目ざましく ，将来的には有｝廿

遺伝子の導入などにより家畜の改良が飛躍的に進み，畜産物の生産性の安定と向上が期待

されている。動物遺伝資源の減少や遺伝的類似化の進行は，多様なニーズが期待される動

物遺伝子の枯渇を応味するものであり，早急に動物逍伝資源の保全を図る必要がある。

わが国の動物追伝資源の収巣，管理の充実強化を因る目的で， 1985年から晨林水産省

ジーンパンク事業が始まった。この事業では，国内外から遺伝資源を探索・収集し，分類・

同定，特性の調介，増殖，保存，配布を行うとともに，これらの遺伝賓源梢報をデータベー

ス化して，試験研究機関や民間，大学などに情報を提供することになっている。

動物遺伝資源については，家畜，家禽，実験動物，蜜抒，蚕のうち，在来種を中心に，

昆業生物哀源研究所，畜産試験場，家畜衛生試験場，蚕糸 ・昆虫股業技術研究所，家畜改

良センターにおいてそれぞれ分担して保存し特性の潤任を行っている。しかし海外からの

動物遺伝資源の収渠は極めて難しい伯勢になっている。今後は各々の国と地道な共同調査

研究を推進し，動物遺伝資源の保全を図らなければならないと考える。

本報告杏は平成2年度ジーンパンク事業により実施した，国外と国内の動物遺伝資源の

探索調査結果と関連の報佐を取りまとめたものである。動物遺伝資源に関する調介研究，

技術指刃，事業の円滑な推進などに役立てていただければ幸いである。

平成3年12月

遺伝資源第一部長

鈴井孝仁

-

1
――
 



目 次

タイ及びインドネシアにおけるカイコ遺伝資源の探索調査………………………………… l

山本俊雄

インドにおける家畜遺伝資源の探索調査・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 27

建部 晃

長野県における家畜ならびに昆虫遺伝資源の探索調査・・・・・33

小畑太郎 ・居在家義昭



タイ及びイン ドネシアにおけるカイコ遺伝資源の調査

蚕糸・昆虫農業技術研究所松本支所

山本俊雄

Survey of Genetic Resources of Silkworm 

in Thailand and Indonesia 

Toshio Yamamoto 

Matsumoto Branch, National Institute of Sericultural 

and Entomological Science 

Agata, Matsumoto, Nagano 390 Japan 

要約

タイ及びインドネシア，両国におけるカイコについて飼育実態，育種の状態並びに在来

種の所在と特徴等を調査し，遺伝資源として導入するための価値評価を行った。在来種で

ある熱帯種は通常の現境下では休眠せず， 1年に 6回以上世代を繰り返すので，一般には

多化性蚕と呼ばれる。

1.タイ国立の養蚕関係の 4研究機関では，17稲の多化性在来種，16種の多化性改良種，

15種の 2化性日本種及び 15種の 2化性中国種についての所在と特性を明らかにした。

2.タイの主要な養蚕地帯である東北地方では，飼育品種の約8割は多化性種であるが，

都市近郊では2化性種が普及されつつあった。探索では，多化性在来種について外観的に

特徴ある 8種の繭を収集して糸質を調べたところ，繭糸繊度が著しく細いものが多かった。

3.インドネシア国立の旋蚕関係の 2研究機関では， 12種の多化性在来種，12種の 2化

性日本種及び12種の2化性中国種についての所在と特性を明らかにした。

4.インドネシアの主要な従蚕地帯である南スラウェシと西ジャワでは，飼育品種はす
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ペてが交雑種で，多化性在来種はまったく見られなかった。交雑種は，2化性日本種X2

化性中国種が多く，多化性種X2化性種も一部で飼育されていた。

5.両国とも多化性在来種に代えて生産性の高い2化性品種の普及に力を注いでいるの

で，在来種が次々と失われていく恐れがあり，迫伝賓源として残す方策を立てる必要があ

ると思われる。

6.多化性稲の特性としては，幼虫の発育が早く，体重は軽いが，高温や多湿条件に対

して適応し，高度の強健性を具備している。繭は小型で紡錘型をしている。繭層品が少な

く，繭層の表面は綿状である。繭色は金黄，淡黄，笹，白など多様である。また，2化性

種に比べて繭糸繊度が著しく細い。以上のことから，多化性品種は絹の新素材を開発する

ための用途別品種や強健性品種を育成するための賓重な育種素材になると考えられる。

はじめに

わが国の蚕の育種研究は世界で最も高い水準にあり，蚕糸業の進展に大きく貢献してき

た。今後，他国の追随を許さない絹製品の安定した需給を創設し，先進国型蚕糸業へと展

OOをはかろうとするとき，蚕品種に対しては一屈の多様化が要諮されており，そのため新

しい育種素材が求められている。

ところで，現在，日本で蚕遠伝資源の収集保存が体系だてて実施されているところは，

地理的品種を主体に保存する蚕糸 ・昆虫農業技術研究所と突然変異種を中心に保存する九

州大学農学部の2機関である。そして蚕糸毘虫研で維持されている地理的品種は，原産地

によって日本種，中国種，欧州種，熱帯種及び朝鮮種に分けられている。このうち，日本

種及び中国種は各々100種以上，欧州種は 50種近くあるのに対し，熱帯種及び朝鮮種はそ

れぞれ6品種あるに過ぎず，極めて不十分であるといえる。朝鮮種は朝鮮半島の限られた

地域にしか在来しないので，その数はごく僅かであろうが，熱帯種はインドから東南アジ

ア全域にわたり分布するので，その数は極めて多いものと予想される。

そこで，今回は熱帯種に標的を当て，タイとインドネシアを探索地に選定した。選定理

由は，これら両国には，かつて JICAの蓑蚕技術協力が行われており，比較的養蚕が活発で

あり， また日本で養蚕研修を受けた研究者が多数おり，協力が期待できるので，現地の蓑

蚕事情が邸据しやすく ，一定の成果を上げられると考えたからである。熱帯種は中国種の

二化性より分化したもので，休眠することなく連続的に世代を繰り返すことから，通常は

多化性蚕と呼ばれている。
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今回の探索は，将来の蚕遺伝資源の導入に役立てるための情報の収集が主目的であり，

そのため養蚕関係の研究機関においてカイコ遺伝資源に関する梢報を収集すると ともに，

主要な接蚕地帯であるタイ ・東北部，インドネシア ・西ジャワ及びスラウエシ島南部の晟

村で飼育されている品種の所在と特徴を明らかにした。また，特徴ある在来稲については

繭の収集を行い，帰国後に繭糸の特性を調査し，迫伝資源として導入するための基礎的資

料を得たので，それらの結果を報告する。

調査日程と行程

調査期間は平成 2年 10月10日～10月29日までの 20日問であった。タイの年間生糸生

産蛍は世界の第6位で約 1万3千トンであるのに対し，ィンドネシアは 1千トンにも満た

ない低生産国である。日程をたてるに当って，痰蚕の盛んな方が品種数も多いと予想され

たので，タイに重点をおいて計画した。また， 7月末からの雨季の間は養蚕が営まれない

ので，雨季終了後の 10月を調査時期にした。

調査日程及び調査地域の詳細は表 1,図1及び図2に示した。

調査結果

1.タイにおける調査

軍前調査の段階で熱帯胆業研究センターの在外研究員でコラート獲蚕研究センターに滞

在中の山川一弘氏が全面的にご協力して下さることになり，また，コラート蓑蚕研究セン

ター （所長 ：PARN PANNENGPET),スリン蚕業試験場（場長： PEERAPONG

CHAOSETT A KUL),コンケン蚕業試験場（場長： CH幻YOUNGSAMPANTHIN) 

に調査協力を依頼した。現地では，それら機関の多数の職員のご協力を得ることができた

が．特に山川氏にはほぼ全行程を同行していただき、養蚕研究センター奨蚕部長の P.

PHUCHONG氏には 4日間にわたり東北部全域の案内役を努めていただいた。

バンコクに滞在中，典業局蓑蚕部（部長 ：SOMPOTIAKAPANTHU)及び熱研パン

コク事務所を訪ね，養蚕事情や探索方法について意見交換を行い，探索に必要とする姿料

等を集めた。

(1) 蚕糸業の概況

養蚕の主要地帯は，主にメコン河を隔ててラオスと向い合っている東北地方である。タ
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イ人が最も早く移動して来たと思われる北タイのチェンライやチェンマイ地方では養蚕は

行われていない。一方，東北タイと向い合っているラオスでは養蚕が行われており，飼育

方法，糸繰りの方法，絹の織り方がタイと全く同じである。このことは，タイ族は揚子江

南岸に住んでいた時代にはまだ蓑蚕は持っておらず，ナンチャオ時代にトンキンやアンナ

ンを征服した部族が，中国南部で喪蚕をとりこみ，ラオスと東北タイに移動してきたもの

と考えられている。この他，南部マレーシアに接した地域および北部のビルマに接した地

域でも多少蓑蚕が行われている。

婦人服地，コート地，スカーフ，ネクタイなどシャタン風のタイシルクは特産品として

有名であるが，年間 7億バーツ (1バーツ＝約5円）の輸出をしているという。このタイ

シルクはヨコ糸にタイ産の生糸を用いるが，糸質が劣るため，タテ糸には適さないので，

中国，日本などから輸入した絹撚糸をタテ糸に使用している。年毎に生産は増加している

が，生糸は不足しており， 1千トン以上が中国等から輪入されている。

東北 15県には，約35万戸の蓑蚕臣家， 5万ヘクタールの桑園があり．約 1万トンの繭，

生糸1千トン以上が生産されている。そのうち 3分の 2は股家で手染め，手織りの無地ま

たはかすり模様のサロン ・パトン（輸に仕立てた腰布）生地を生産している。

(2)研究機関での調査

タイには現在，9ケ所に国立蚕業試験場があるが，比較的組織が大きく，しかも蚕の育種

研究を重点的に実施し，系統保存が行われている 3場所（コラート蓑蚕研究センター，ス

リン蚕業試験場，コンケン蚕業試験場）を調査予定にしていたが，現地入りしてから PARN

所長の助言もあり，ロイエット蚕業試験場（場長 ：P.NIMITT)を調査場所に加えた。こ

れら 4場所は蚕育種上の役割分担がある。東北タイの南部に位置し，バンコクから約260

km離れ．東北タイの南部に位置するナコンラチャシマ市にあるコラート養蚕研究セン

ターでは主に 2化性交雑種（日本種x中国種）の研究が行われていた。また，コラートか

ら東への約200km，象祭りで有名なスリン市にあるスリン蚕業試験場では多化性種の改良

が行われていた。さらに，コラートから約200km北上し，東北タイのほぼ真ん中のコンケ

ン市にあるコンケン蚕業試験場，並びにスリンとコンケンの中問に位四するロイエット市

にあるロイエット蚕業試験場では多化性種X2化性種の交雑種の研究が行われていた。

品種保存の状應は，次のようであった。スリン蚕業試験場には表 3に示すように，12種

の多化性在来種が維持されていた。繭色は金黄色のものが多数を占め，淡黄，笹，白など
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があった。繭頂は殆どが lg未満，繭層重は lOcg内外であり，著しく軽かった。これらの

うち，NONGKHENG系統が化蛹歩合が高く，繭屈址も多く，最も優れていた。また多

化性改良種が8稲あり，これらは繭重1.2g,繭屈重18cg内外と，かなり改良が進み，生

産性の向上がみられた。特に， NTW系統は繭璽 1.3g,繭層重23cg,繭層歩合 17％と改

良が最も進んでいた（表4)。

ロイエッ ト蚕菜試験場には 5種の多化性在来種があったが，性状はスリン蚕業試験場の

場合とほぼ同様であった。この中では， UDONTHNG-1が発育経過短く ，繭瓜繭層重

が狙く，最も成績がよかった（表5)。また，5ケ所の蚕業試験場で多化性改良種5品種が

共通的に飼育され．蓑蚕研究センターで成績が取りまとめられていた（表6)。これによれ

ば，掃立した蚕の概ね50％が営繭すると見られるが， BT-1系統が60％の営繭率を示し，

最も強健であった。

つきVこ，コラート蓑蚕研究センターでは 2化性種の1::1本種9種，中国種10種について性

状調在を行った。表7に示すように，品種によって形質の値は大きく相違し．繭重は

1.0~1.5g，繭陪頂は 13~35cgの範囲にあり，繭屈歩合は中国種の方が高い傾向にあっ

た。化蛹歩合が高く，繭質の良好な品種として，日本種では K-1とUB-3,中国種では

k-8とUB-8があげられる。なお，全般的に化蛹歩合の高い方が繭質が低い傾向にあっ

た。

コンケン蚕業試験場では2化性種の日本種4種，中国種3種について性状を潤べた結果，

いずれの品種も強健であったが，繭質は劣り，コラー ト蓑蚕研究所の2化性品種の成績と

は格段の差があった（表8)。また，多化性棚，2化性種及び2化性交雑種について性状を

比較した結果，健蛹歩合には 3者間で殆んど差が認められなかったが，繭烈では 2化性交

雑種が最も重く，多化性種は最も軽かった（表9)。さらに，多化性稲について在来種と改

良種とを比較したところ，改良種の方が発育経過は短く，営繭歩合が高く強健であり，繭

重は約3割，繭用重は約6;tf!Jillく ，品種改良が効率よく行われていることが伺われた（表

10)。

タイで普及している交雑種は，多化性X2化性， 2化性X2化性，の 2通りがあるが，表

11に示すように，多化性X2化性は必ずしも強健でなく，営繭歩合が50％に達しない場合

が多数みられた。これに対して， 2化性交雑種（日本稲X中国種）では，表 12に示すよう

に，F1でも F2の場合でも安定して飼育が行われ，営繭歩合の高いことが認められた。

以上の4場所で調査できた蚕品種の総数は，多化性在来種 ：17種，多化性改良稲 ：16種，
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2化性日本種15種， 2化性中国種15種，合計63種であった。また21種の交雑種について

もデータを入手することができた。

(3) 晨村での調査

東北タイの中部から南部地方を中心にした都市近郊の農村には製糸会社が2化性日本

稲X2化性中国種，あるいは多化性種X2化性種，等の交雑種を大揖に製造配布し，できた

繭を買い取る契約方式が広がりつつあり，在来種を飼育する牒家は減少傾向にあった。ま

た，国立の蚕業試験場でもそれらの交雑種を一部製造し配布している。

山問地帯に入ると，多化性在来種を飼育するところが多かったが，とくに地域的に多い

のは，スリン県周辺であった。この地域では様々の蚕が飼育されており，興味深く観察し

たが，幼虫期のものが多かったため，繭の収集が十分できなかった。なお，今回は時間の

都合で探索できなかったが，東北タイの北部のウドンタニやノンカイ地方には多化性種が

多いとのことであった。

飼育には竹で編んだ丸型の浅いカゴを用い，カイコノウジパエの被害を防止するため，

厚手の布で被って飼育している。高温で蒸れるような条件下にありながら丈夫に育ってい

る蚕を見ると，驚かずにはいられなかった。これぞ強健性の蚕であり．貴重な迫伝資源で

あると思った。

農家で飼育される在来種の来歴は定かでない場合が多く，蚕業試験場等にも詳細なデー

タがなかった。多化性種は日本で保存されている多化性種とは性質が若干異なり，まった

く休眠することがない。多化性蚕の飼育は 1年間に 6~10回程度行われるが，飼育時期を

計画的に決めることもなく自然流である。呉家では繭の一部を種繭用に供して次回に飼育

する分を自家採種し，次々と飼育を繰り返している。したがって，同じ集落にあっても家

により経過がバラバラで，幼虫期もあり，営繭中もあり，卵の催宵中の家もあった。なか

には一戸の農家に稚蚕と営繭中のものとが混在している場合が見られた。なお，幼虫に油

蚕の発現するものが随所で見られたが，迎伝的な形質であると思われた。繭色は金黄のも

のが多かったが，淡黄，笹，白などもあった。在来種を飼育する農家は取れた繭の殆どを

自宅で糸に紡ぎ，織物にしているようである。

蓑蚕現地調査したうち，均ーな繭を生産し，しかも外観上に特徴の見られた8ケ所の農

家から繭を収巣することができた（表 13)。局国後，これらの繭の糸質を調益した結果，総

ての品種の繭糸繊疫が細い傾向にあり，とくに 2デニール以 Fのものが3品種あった（表
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14)。今後，絹の新素材を開発するため，繭糸繊度が2デニール以下の極細の素材が必要視

されており，これらの細繊度品種は黄重な育種素材になり得るものと考えられる。

蚕品稲は，近年，日本や中国からの技術援助を受けて 2化性種が導入され，年々増えつ

つあるが，東北地方全域では，未だ在来稲が約8割を占めているという。品種は集落毎に

隔離して維持されてきたので，その数は膨大であり，カイコ迫伝資源（熱帯種）の宝庫で

あると見ることができよう。

2.インドネシアにおける調査

事前調査の段階で，インドネシアで最近まで蚕育種の技術指導に当っていた元長野県蚕

業試験場長の宇治川喜平氏から情報提供をいただいた。また，国立接蚕研究所（所長： P.

SUK.ARD!),国立森林研究所狡蚕部（部長 ：S.SAMSIGAHG女史）に調査協力を依頻し，

現地では，それら機関の多数の職員のご協力を得ることができた。とくに南スラウェシの

探索では，養蚕研究所蚕種部長のBERTHAYUSUF女史に全面的な協力をいただいた。

(1) 蚕糸業の概況

インドネシアは赤道を跨いで大小万余の島からなり，典型的な赤道気象の国で，世界中

で最も自然条件に恵まれた国の一つ，と言われている。

インドネシアの簑蚕は，南スラウエシが最も盛んであるが，これは 15世紀に中国からマ

ンダル湾岸に伝えられたのが起源であるとされており，以来， 当地では民族衣装として絹

を愛用し今日に及んでいる。一方ワジョオ県でも絹織物が盛んであるが，これは中国の蚕

糸技術が一旦イン ドに入り， ヒンズー教と共に当地方に伝えられ，続いてイスラム教の発

展に伴いアラビアから絹織技術が伝えられたといわれ，その染色やデザインはアラビア文

化の影密を強く受けている。この他，シデラップ県でも原始的な「いざり織」が行われ，

ウジュンパンダンでは織機で絹織物の生産が行われている。

ィンドネシア全体では，第二次大戦前は中国から蚕糸技術が導入され，ほぼ全域で小規

模な養蚕が行われ，主に多化性在来種が飼育されていた。戦後，日本から蚕種が輸入され，

近代殺蚕が始められ， 1965年からポゴールの蓑蚕センターとレンバンの蚕種製造所を中心

に2化性蚕の飼育技術の普及が図られた。

現在，主要生産地となっている南スラウェシのソッペン地方で蓑蚕が発展したのは比較

的最近で，絹捺物の盛んなセンカンヘ生糸を供給することをねらって，農家が自発的に養
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蚕を始めたものであり．1966年には桑園面積が 1,500ヘクタールに達したと云われてい

る。南スラウェシでは 1971年の生糸生産が140トンに達し，全インドネシアの 95％の生糸

を生産した。しかし 1972年に大旱抜に製われ，同時に微粒子病が大発生した結果，南スラ

ウエシの生糸生産は 27トンまで激減するに到った。その後， 日本，韓国等の技術援助を受

け，養蚕が徐々に復興してきており，現在，接蚕農家数約3千で生糸生産は 50トンを越え

るようになった。

(2) 研究機関での調宜

国立森林研究所蓑蚕部はジャカルタから南へ約60km離れたポゴール市に所在する。調

査の準備段階では，ここに多数の系統保存が行われているとの情報があり，期待して訪問

した。しかし実際には， 10年ほど前までは約 40種の多化性蚕在来種を国内から集め保存し

ていたが，組織の改変や担当者の移動もあり，殆んどの系統が絶えており，現在も維持さ

れているのは僅か6系統にすぎなかった。当時の品種名リストを見たところ，ジャワ島，

スマトラ島など全土から収集されていた。現在，農家では病気予防のため在来種の飼育が

行われなくなってきており，これらの品種の再収集は不可能に近く，貸菫な遺伝資源を失っ

た損失は固り知れないものがある。

南スラウェシの玄関口であり，この島最大の都市，ウジュンパンダンやジャカルタから

約 2時間の飛行を要し，そこからさらに東へ30km離れたところにビリビリの国立養蚕研

究所がある。ここは日本の技術援助で 1981年に設立され，現在，ィンドネシアの投蚕技術

普及のセンターとして機能している。蚕種製造部長の Y.BERTHA女史をはじめ、日本で

研修経験のある数人のスタッフが調査協力を惜しまず，現地の案内役を努めてくれた。当

所での蚕育種の重点は 2化性品種の育成であった。したがって維持している蚕品穂の多く

が2化性改良種であり，多化性種は6品種あるにすぎなかった。

ビリビリから東へ約60km行ったマリノ市に投蚕研究所マ リノ飼育所があったが，ここ

では 2化性の交雑種だけが飼われていた。ここは海抜600~700mあり，飼育室内を炭で暖

房していたのが印象に残った。

以上の 2つの研究機関で調査した蚕品種の総数は，多化性在来種： 12種，2化性日本種：

12種， 2化性中国種12種，合計36種であった。また， 6種の交雑種についてもデータを入

手した。表 15には多化性種の来歴等を示したが，繭色は黄，淡黄，白の 3色があり，繭質

などはタイの多化性種の場合とほぼ同じ水準にあると思われた。また，2化性種の成績は森
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林研究所蓑蚕部のものは表14に，蓑蚕研究所のものは表17vこ示す通りであり，繭質はい

ずれの場合も安定して発現しており，タイで調査した 2化性種と同じような成績であった。

(3) 農村での調査

南セラウエシではマリノ市週辺で養蚕現地を調査した。かつては白繭の多化在来稲

が飼育されていたとのことであるが，今では，総ての品種が2化性交雑種であり，多化性

純粋種はまったく見られなかった。交雑種は，ほとんどが2化性日本種X2化性中国種であ

り，多化性種X2化性種が一部で飼育されていた。蚕種は主にソッペンやエンレカンにある

林業公社の蚕種製造所が製造し配布している。

一方，西ジャワの養蚕は低迷しており，養蚕此家が少なく，現場を訪れるのは容易でな

かった。苦労して，バンドン方面で養蚕現地2ケ所を調査したが，品種はみな交雑種であ

り，多化性在来種はまったく見られなかった。ジャワでは，林業企業公団が蚕種を配布し

ている。

なお，現在普及している 2化性交雑種の性状は，表18に示す通りであり，股家では生産

性が多少低下するものの，研究所のように上手に飼育すれば繭質は誼く ，収繭品は 1箱当

り30kgを越える能力を有していることが判った。これは，日本で飼育されている品種の水

準からみて， 8割程度の値であり，品種改良が若実に進められているものと推定された。

なお，今回は日程の都合で探索できなかった南スラウェシ ・ソッペン地方には多化性在

来種（主に白繭種）を飼育する集落が点在していることを聞いた。農家自身で採種し継代

しているとのことであり，それらを収渠して系統保存するように養蚕研究所に要請した。

しかし研究所の実態は研究員が少なく，系統数を増やすのは困難な状況にあり，責重な在

来種が消滅してしまうのではないかと心配である。

以上のように，調査した範囲では，股村では2化性交雑種だけが飼育されていた。これ

は，政府が微粒子病の予防対策上，在来の多化性蚕の飼育をやめるよう指導しているため

である。蓑蚕良家の大部分は稚蚕共同飼育所 (2齢まで飼育）を利用し，年間6~8回の多

回育を行っている。桑は無計画に伐採収穫される場合が多いようである。養蚕農家1戸あ

たりの繭生産娯は 50kg程度と小さく，桑園面積にく らべ飼育磁が著しく少ないのは，蚕種

の供給が不十分なためと考えられる。したがって，自国製蚕種のみでは養蚕農家の生産意

欲を満足させることができないため，不足分については，中国や韓国から 2化性交雑種を

輸入し， E及びその 凡蚕種を利用して飼育が行われているのが実情である。
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3.総合所見

タイ，ィ ンドネシアにおいては，桑は挿木によって 1年で収穫可能となり，無肥料に近

い栽埓であるにも拘らず年間を通じて成長を続け，風水害，旱害等の自然災出が比較的少

なく，収穫した後約2ヶ月半で次の収穫が可能となる程発育が旺盛である。また．蚕の飼

百には温湿度が多少高すぎる時期があるものの，年1：りを通じて随時蓑蚕を実施できる。

蓑蚕の技術水準は，研究機関や製糸会社が直接指導している集落や協業組合的に集落全

体がまとまって養蚕経営を行っている場所では，2化性日本種X2化性中国種．あるいは多

化性種X2化性種，の交雑稲が飼育され，桑園がよく管理され，良灯の繭が生産されている。

しかし全般的には技術水準は極めて低く．粗放栽培の桑で原始的な飼育を行っている集落

が多い。煮繭，製糸に関する科学的知識も乏しく ，蚕糸業は専ら長い経験によって営まれ

ている。また殷民を指渫する技術者も不足している。従って農家の繭，生糸の牛産には無

駄や損失が非常に多いように見受けられた。

近年．両国政府とも在来多化性種に代えて生産性の高い2化性種の普及に力を注いでき

ている。タイでは，蚕種製造一蓑蚕ー製糸，まで一貫した生産休系を持つ外資系の製糸会

社が数社設立され，2化性品種の普及拡大に務めている。したがって，多化性在来種が次々

と失われていく可能性が大きい。 既に，ィンドネシアでは多くの真電な在来種が失われて

いるのを目の当たりにして，投蚕の先進国である日本としては，蚕の遺伝資源を残すため，

何らかの手立てを考える必要があると痛感した。

今回は将来，蚕の遺伝資源を導入する卜に役立つ伯報の収集が主目的であったが，特徴

ある一部の系統については繭を収集して持ち帰り，繭糸の特性を調究するこ とができた。

潤脊の全体を通して明かにされた熱帯種（多化性種）の特徴は次のようである。

(l) 多化性種は 2化性種に比べて幼虫の発育は早いが，体重は軽い。また繭は小型で紡

錘型をしている。 繭陪哉が少なく ，繭陪の表面は綿状になっている。繭色は黄，淡黄，笹，

白など多様である。

(2) 高温や多湿条件に対して抵抗性を示す系統が多く，また雨季のような不良環境で

あっても病害が少ないことから，これらは耐病性であると思われ，総合的に強健であると

推定された。

(3) 多化性種には繭糸繊度が2デニール以下と著しく細い系統が多数存在し，これらは

絹の新素材を開発するための貨重な育種素材になり掲ると考えられる。
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おわりに

現在，養蚕業が営まれている東南アジア諸国では，狼蚕の先進国である日本に多くを学

ぼうとしている。その根幹の 1つとなる蚕品種について大きな関心が持たれており，既に

タイ国等から日本に対して現行蚕品種（原種）の譲渡依頼がなされている。しかし日本に

は蚕糸業法により．原種の輸出が禁じられており，交雑種以外は一切国外へ持ち出せない

ことになっている。今回，海外の蚕種を持ち帰ることができなかったのも，相互に交換で

きる条件が整っていないからであり，今後，海外の有用なカイコ迫伝資源を切入できるよ

うな条件を整備する必要があると思われる。

今回は，一人で出張したので，出発前はいろいろと心配であったが，実際にはその心配

は無用であった。即ち，両国に対しては．かつて JICAによる技術協力が行われており，蚕

糸関係者は一様に日本に親近感を持っていた。また日本での留学，研修の経験者が多数お

り，それらの人達を中心に多大の協力をいただき，単独行動しなければならない場面が殆

どなかったからである。

探索は少し強行日程であり，体調を維持できるか心配であったが，食物では水に注意し

たが，極度に強い香辛料を除き，体力維持のため大体のものは食べるようにした。お陰で

旅行中は食欲が旺盛で一度も体調を崩すことはなかった。幹線道路は両国とも想像してい

たよりはるかに良く整備されており（軍用のためか），しかも商速道路でないのに時速100

km近いスピードでとばせる場所もあり， 1日に400kmを走破することも珍しくなかっ

た。

今回の行程の中で印象深かったことの一つに，スリン県下のカンボジア国境に近いとこ

ろにカンポジア悟しか通じない集落が点在し，様々の蚕が飼育され，庭先での糸繰り （つ

むぎ）から織物まで興味深く観察できたことがあげられる。日本語からタイ語，タイ語か

らカンポジア語へと 2段階の通訳で村の古老に織物を譲って欲しいと乞うたところ，織物

は売り物ではなく娘達や親戚への送り物として使うとのことであり，始めは渋っていたが，

遠く日本から来たことを説明すると，快く格安で分けてくれた。これらの織物は日本のつ

むぎとは趣が異なり，色彩の鮮やかさが見事である。

バンコク，ジャカルタなどの大都市には人が集中しており，街角には新聞，フルーツ，

土産などを売る若者や子供が溢れており，日本人と見れば，物乞いする者も多く，貧富の

差が大きいことを実感した。また，日本では考えられないことであるが、インドネシアの
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ある機関を訪問した日が金曜日であったため，ィスラムのお祈りで職員の多くが外出中で

あり，1時間ほど待たされたのには驚いた。事前に宗教の話しは禁句であると教えられてい

たが，何事よりイスラム優先の実態を体験することができた。

タイには実質9日間滞在したが，多数の協力者にも恵まれ，当初，考えていたより成果

をあげることができた。これに対し，ィンドネシアでは，実質6日間という短期間の滞在

で時間の余裕がなく，蓑蚕の盛んなソッベン地方を探索できなかったこともあり，全体的

に期待したほど在来種の情報収集ができずに終わり，少し残念であった。なお，出発前に

できるだけ多数の現地情報を集めたが，短期間に成果を上げるには相手国の研究機関や研

究者の協力が必要不可欠であった。
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Survey of Genetic Resources of Silkworm 
in Thailand and Indonesia 

Toshio Yamamoto 

Matsumoto Branch, National Institute of Sericultural 
and Entomological Science 

Agata, Matsumoto, Nagano 390 Japan 

Summary 

Silkworms in Thailand and Indonesia were investigated on their habitat, breeding 

state and physiological characteristics to estimate their authorization as new 

breeding stocks and materials. The native silkworms of Southeast Asia are tropical 

races which are generally called the polyvoltine silkworm races. Their silkworms in 

the area repeat six generations or more in a year under normal condition. 

l . Silkworm reces preserved in four national institutes of Thailand for sericulture 

were 17 species of native polyvoltine, 16 species of improved polyvoltine, 15 species of 

Japanese bivoltine and 15 species of Chinese bivoltine. 

2 . The principal cocoon-producing area in Thailand is Northeast district, where 

about 80% of silkworms reared in that place are polyvoltine. Bivoltine silk!orm races 

are diffused only in the farming village around some big city. I have collected the 

cocoon of 8 native species which were reared in the farming village. As a results of 

the investigation of their cocoon qualities, it was certified that the size of cocoon 

filament was remarkably thin. 

3 . Silkworm reces preserved in two national institutes of Indonesia for sericulture 

were 12 species of native polyvoltine, 12 species of Japanese bivoltine and 12 species 

of Chinese bivoltine. 

4 . The principal cocoon-producing a rea in Indonesia are South Surawesi and 

Eastern Jawa., where hyblid races, such as Japanese bivoltine x chinese bivoltine and 

polyvoltin x biboltin, were reared. Native polyboltine races were never found. 

5 . In order to increase the cocoon product, the both governments have been just 
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striving for diffusion of bivoltine silkworm races. It is important to establish a system 

of preservation for native silkworm races, since they are not necessary for practical 

sericulture and may loss graduaHy. 

6 . The genera ll characteristics of polyvoltine silkworm races are as follows. 

Polyvoltine silkworms grow quickly and show superior vitality with resistibillty 

against high temperature and high humidity. Their cocoons covered with much floss 

are spindle-shaped and the size of them is smaller than that of the bivoltine silkworm. 

The cocoon color is either golden yellow, light yellow, crimson, green or white. 

It is most advantage that the s ize of cocoon filament is remarkably thin compared 

with bivoltine si lkworm races. From these results, it is concluded that the polyvoltine 

s ilkworm races are very important as genetic resources in order to inprove healthy 

and cocoon qualities. 
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